

























































































































































































































































































































めの国家的戦略ではないかと警戒する記事を掲載している。Willard Slater, “Why Japan Collects 
Western Art,” International Studio 75 (April 1922), pp.151-3.　関連記事として同巻 p.452および
pp.455-467も参照。
拙稿 “White Hope or Yellow Peril? Bushido, Britain and the Raj” in David Wolff (eds.), 
The Russo-Japanese War in Global Perspective,  v.2 (Leiden: Brill, 2007), pp.379-402.
Harriet Zinnes (ed.)Ezra Pound and the Visual Arts  (New York: New Direction Book, 1980)所収
の “Art Notes”(1919)にある言葉。なお 1918年の同記事では、栗原についてブラングィンの後継者
と言及している。p.102および p.64を参照。
詳しくは Ayako Ono, Japonisme in Britain (London: RoutledgeCurzon, 2003), ch.2を参照。
Libby Horner, Gillian Naylor (ed), Frank Brangwyn: 1867-1956 (Leeds: Leeds City Art Gallery, 
2006), pp.116-117.
Horner, Frank Brangwyn (2006), pp.56-7
「ブラングイン氏のエッチングとリソグラフに就て」『みづえ』1918年 8月 , pp.14-15.
「フランク・ブラングウヰーンに就て」『中央美術』1925年 7月号 , pp.48-9.　むろん尾島（大屋）美
那氏が指摘するように、栗原はさまざまな画家から刺激を受けており、ブラングィンの弟子としての
み限定されるものではない。『栗原忠二展』カタログ（静岡県立美術館 , 1991）, pp.16-18を参照。
『栗原忠二展』カタログ (1991), p.68. 
このことは『ブラングィン』展カタログ (2010), p.185でも触れられている。
Sir William Orpen, The Outline of Art  (London: G. Newnes, 1923), pp.326-327, p.336.
John Hatcher, Laurence Binyon (Oxford: Clarendon Press, 1995), pp.175-187.　 この「気韻生動」
についてビニョンは、ジャイルズによる既訳ではなく、岡倉が『東洋の理想』で訳出した “the life-
movement of the spirit through the rhythm of the things”を、名訳としてそのまま使用している。
Charles Holme, “The Pottery of the Cha-no-yu”, Transactions and Proceedings of the Japan 
Society (London), 8 (1907-9), p.163及び 図 9（ほぼ同じ論考は、ブラングィンの乾山とともに 1909
年 2月号『ステュディオ』誌でも掲載されている）。なお、この約十年後にブラングィンはホームの
蔵書票を作成している。『ブラングィン』展カタログ , p.152.
『光琳と乾山』(第一書房 , 1925), pp.35-36, pp.37-8.　各記録が食い違う点については、拙稿「没後
50年記念フランク・ブラングィン展の余白に」『ジャポニスム研究 27』(2007), pp.92-96を参照。




ご教示いただいた。おそらく梅の木模様が C.156 - 1934 、黒が C.215-1934 かと思われる。
























野口米次郎『欧洲文壇印象記』 (白日社 , 1916), pp.119-132.　この記事は Alexandra Gerstein (ed.), 
Beyond Bloomsbury (London: Cortauld Gallery, 2009)冒頭 p.11の引用で知った。
こうしたビニョン以降による岡倉の「二次使用」についてはまだ十分に考究されているとはいいがた
い。とりあえず、Rebecca Beasley, Ezra Pound and the Visual Culture of Modernism (Cambridge: 
Cambridge University Press, 2007), pp.61-63を参照。









Walter Shaw-Sparrow, Frank Brangwyn and His Work (London: Kegan Paul, 1910), pp.148-150.
管見の限り、以降、ハインドによるまとまったブラングィン評はみつけられなかった。
Charles Ricketts, Pages on Art  (London: Constable, 1913), pp.180-182.
『日本の美術』(大鐙閣 , 1920), pp.366-367.
Yone Noguchi, Korin (London: Elkin Mathews, 1922), pp.4-5, p.19. 
例えばClifford S. Ackley (ed), British Prints from the Machine Age (London : Thames & Hudson, 




(ed.), The Graphic Arts of Great Britain (London: Studio, 1917), p.114.
『方寸』1908年 11月号 , p.6.　この記事を始め『フランク・ブラングィン』展カタログ (2010)所収
の極めて充実した小熊左智子・大屋美那編の参考文献目録には、多くを教えられ、かつ助けられた。
「欧州大家絵画展覧会」『三越』1918年 6月号 , pp.11-12
詳しくは稲賀繁美「『白樺』と造形美術」『比較文学』38(1995), pp.76-91を参照。
『武者小路実篤全集 3巻』(小学館 , 1991), p.781
『柳宗悦全集 14巻』(筑摩書房 , 1982), p.89
Ellen P. Conant, “Bernard Leach, Frank Brangwyn, and Japan”, Studio Potter,  27(1999), p.16.
『寺田寅彦全集 2巻』(岩波書店 , 1961),p.244
『寺田寅彦全集 15巻』(岩波書店 , 1961), p.132.




『寺田寅彦全集 2巻』(岩波書店 , 1961),p.111.
『内田魯庵全集補巻 2』(ゆまに書房 ,1987), p.79, p.47. なお魯庵は清信父子を和製ポスターの祖とみ
なしている。同補巻 3,p.157.
田邊孝次「松方氏蒐集欧州美術展」『美の国』1931年 6月 , p.63. 田邊は岩村透の弟子で岩村の後『美
術週報』を編集した。息子・田辺徹の『美術批評の先駆者、岩村透』 (藤原書店 , 2008) を参照。
西田武雄「ブラングヰン」『エッチング』1939年 5月号 p.1279. ただ魯庵は、ブラングィンについて「有
体に云うと、私は実は余り好きで無いが、近代生活の力に溢れている渠の画の如きは無い」と朝日新
聞社編纂『大戦ポスター集』（朝日新聞社 , 1921), p.28で冷静に評価していた。
